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氏　名 パスNO.1499

主治医 手術は　　 　月　　 　日　　 　曜日　　 　時　 　　分からです
担当看護師 　　      ＊緊急手術などで予定時間が変更になる場合があります、ご了承ください

＊ご家族の方は手術予定時間の30分前に病棟へお越しください

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ / ／ ／

入院日（手術前日） 手術前 手術中 手術後 術後１日目 術後２日目 術後３日目 術後４日目 術後５日目 術後６日目 術後７日目 術後８・9日目 術後10日目 術後11日目 術後12・13日目 術後14～18日目 術後19日目（退院日）

*不明な事がありましたらいつでもお聞きください　　*外来診察医師と入院中の主治医は異なる場合があります           豊橋市民病院　腎臓内科　

◎腹膜透析（APD）初回
は血液浄化センターのCE
が立ち会います。9時頃
からセッティングを行
い、10時から治療が行え
るように準備します
◎血液浄化センターのCE
から緊急時・災害時の対
応を説明します
◎PDチューブ固定ガーゼ
等の必要物品をお渡しし
ます。退院前に持ち帰る
ものを確認したい方は看
護師までお知らせくださ
い

◎退院時間は10時です。
状況により変更になる場
合もあります
◎退院時処方があります
◎次回診察日の案内票を
お渡しします
◎会計書は事務員がお渡
しします
◎忘れものが無いか確認
してから退院となります
◎次回の腹膜透析外来は
直接血液浄化センターに
お越しください

◎病院で使用
する機械は退
院時に自宅に
持ち帰ってい
ただきます

◎シャワー
浴時に装着
する入浴
パックの説
明をします
◎チューブ
の固定方法
を説明しま
す

術後3日目から
医師の許可があればシャワー浴可

説　明

◎入院時間は10時です
◎看護師から入院オリエーテーショ
ンがあります
◎アレルギーの有無をお伝えくださ
い
◎貴重品は自己管理でお願いします
◎看護師から血圧・体重自己測定方
法を説明します
◎入院中に薬剤師から服用する薬に
ついての指導があります
◎入院中に栄養指導があります。ご
家族（食事を作られる方）と一緒に
指導を受けられる日にちを調整しま
す
◎入院中に社会保障制度や訪問看護
について社会福祉士等から説明しま
す
◎入院日にはカテーテル収納用腹巻
きをご持参ください
◎『PDを始めるあなたへ』を含むパ
ンフレット資料をお渡しします

◎腹膜
透析に
必要な
物品を
お渡し
します

清　潔 シャワー浴可
体を拭きます

洗髪可

排　泄 トイレに行けます
尿量測定があります

尿の管を
挿入

します
（麻酔中に
入れます）

尿の管を抜きます
トイレに行けます

尿量測定があります

トイレに行けます
尿量測定があります

朝・昼・夕　治療食

病院食以外の間食は控えてください

朝　治療食

病院食以外の間食は
控えてください

安静度 制限ありません
手術室へは

車椅子で行きます

ベッド上安静
医師の許可後、
病棟内歩行可

制限ありません

食　事

昼・夕　治療食

病院食以外の間食は
控えてください

朝・昼
絶食

手術2時間前まで
飲水可

帰室後より飲水可

夕　治療食
病院食以外の間食は

控えてください
全身麻酔手術の方は
医師の指示で食事を

開始します

内　服
点　滴

持参薬を確認します
医師の指示で

内服を続けます
21時に下剤を内服します

9時から点滴が
始まります

→→→→
医師指示にて
点滴終了と
なります

術後18日目
採血があります

検　温 入院時、20時 6時、14時、20時 10時、20時 退院時

採血が
あります

検　査 採血があります 採血があります

『PDを始め
るあなたへ』

P20・21
「知識①」を

読む

『PDを始め
るあなたへ』
　P16～19
「手技④⑤」

を読む

『PDを始めるあなたへ』
術後12日目 P22～25「知識②③」
術後13日目 P26～32「知識④⑤

⑥」
を読む

『PDを始めるあなたへ』
術後18日目　P34「退院
されるあなたへ」を読む

腹膜透析（APD）
初回10時から開始

※9時から準備
2回目以降22時から開始

なし

教　育

『PDを始めるあなたへ』
P4～9「腹膜透析とは」「システム
の選択」「カテーテル留置手術につ
いて」・P33「退院までの準備」

を読む

『PDを始め
るあなたへ』

P10・11
「手技①」を

読む

『PDを始める
あなたへ』
P12～14

「手技②」を
読む

創部にフィルムが
貼られています

創部を
抜糸して

洗浄します

バッグ
交換

なし

腹膜透析
（CAPD）

３回/日
500ｍL/回
（10時、14
時、18時）

腹膜透析
（CAPD）

３回/日
700ｍL/回
（10時、
14時、18

時）

腹膜透析（CAPD）
３回/日

1000ｍL/回
（10時、14時、18時）

腹膜透析
（CAPD）

３回/日
1500ｍL/回
（10時、14
時、18時）

腹膜透析
（CAPD）

4回/日
（6時、12時、
18時、23時）

①PDを実施する上で必要な知識を取得できる
②PD療法を理解して自己管理ができる

①CAPD注排液の記録を始める
②パンフレットを見ながらバッグ交換がで
きる

①バッグ
交換が１
人ででき

る

①出口部に異常がない
②バッグ交換が１人でできる

①出口部に異常がない
②パンフレット見ながらAPDシステムが使える
③APD注排液の記録を始める
④夜間APDが一人で行える
⑤APDアラーム対応やコールセンターについて
理解する

治　療
処　置

腹部を剃毛します

腹膜透析カテーテル
挿入部（腹部）・出口部

をマーキングします

手術着に
着替えます

経　過
／

目　標 ①手術の準備が出来ている

①創部の異常がない
②痛みが強いときに
スタッフに伝えるこ
とができる

医師の指示により、飲水を制限する場合があります

管理栄養士から栄養指導があります

入院中に業者との顔合わせがあります
機器の配送や加温器購入補助の申請について説明します


